






























































東木龍七 (IO)や江坂輝禰 (II) らにより戦前から論じられてきた。しかし， この地域の貝塚そのも
のについて，その生成の意義を当時の環境や生活文化との関連から歴史的に位置付けようとする
試みは，意外にもはとんと行われていない。この意味で，当時の生業や自然環境との関係から，














〔関山式期（約6000G.P)貝塚〕 3. 下根遺跡 住居址 2 3 
（遺跡名） （貝塚の （貝塚 （住居 4. 飯塚貝塚 住居址 ， 17 
種類） 数） 数） 土坑
1. 篠山貝塚 住居址 2 2 5. 木津内貝塚住居址 3 3 
土坑 6. 米島貝塚 住居址 6 1 
2. 風早遺跡 住居址 3 7 7. 犬塚遺跡 住居址 2 1 
3 打越遺跡 住居址 26 50以上 面状 I 
4 御庵遺跡 住居址 8 10 8. 尾ヶ崎遺跡住居址 7 8 
5 南通り遺跡住居址 3 3 住居縁辺
6. 殿山遺跡 住居址 4 4 ， 槙の内遺跡住居址 10 19 
7. 関山貝塚 住居址 土坑
8. 幸田貝塚 住居址 37 126 10. 花前 I遺跡住居址 7 12 
面状 1. 柴崎遺跡 住居址 24 36 
12. 殿平賀向山住居址 3 5 
〔黒浜式期（約55008.P)貝塚〕
13. 殿山遺跡 住居址 5 5 
1 . 野渡貝塚 住居址 2 3 
14. 宿上貝塚 住居址 3 3 
2. 原町西貝塚住居址 3 5 瓦掛貝塚 住居址
土坑 ， 3以上 16. 山崎貝塚 住居址 2 4 



























































































〇茨城県古河市原町西貝塚 1 号住居址内貝層・第 la号pit 外縁部貝層• 第4・5・12・13・
14号pit内貝層
〇千葉県野田市槙の内遺跡 ・IV-l・IV -2・IV -7・IV -8・IV -11・IV -12・IV -13住居
址内貝層
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第1図 縄文時代前期の各貝塚における貝類の採取季節



















































① 打越遺跡 下吉井期 (1/7)→花積下層期 (5/27)→関山期(26/47)→黒浜期(1/2)











































































時代的特徴を見出すことかできる。 （この見解は，山内清男， 1932・33. 「日本遠古之文化
」 ： 『ドルメン』 1巻4号,.._,2巻2号c, で成立した。）
(3)藤井千之介， 1985. 『歴史意識のI里論的・実証的研究』 ：風間書房 p.458など
(4)無論 この点については，考古学的資料の有効利用についても考慮されねばならない。 （こ
の点に関しては西川宏， 1986. 「学校教育と考古学」：『岩波講座 日本考古学第7巻』
に特に詳しし＼。）











号 p.13 ,.__,p 15)に従い， 「古奥東万司湾」と呼称を統一した。
(10)東木龍七， 1929. 「地形と貝塚分布より見たる関東低地の藷海岸線」 ： 『地理学評論』 2-
7 ,._,9 
(11)江坂輝禰 1943. 「南関東新石器時代貝塚より観たる沖積世に於ける海進• 海退」 ： 『古代
文化』 14-4など
(12)鈴木素行， 1984. 「縄文時代・前期ー縄文時代前期貝塚の意味を考える」 ：古河市史編さん
委員会原始古代部会編『古河市史資料第 8集 古河市遺跡分布調査報告書』
-21-
(13)金山喜昭， 1987. 「槙の内遺跡の生業活動ー特に漁業活動について一」 ：野田市遺跡調査会
編『千葉県野田市槙の内遺跡ー第lV次発掘調査ー』 遺跡調査会報告 第5冊
(14)小杉正人，金山喜昭，張替いづみ，樋泉岳二，小池裕子， 1989. 前掲論文
(15)「関山式」期＝縄文時代前期前葉 (6000B.P.) , 「黒浜式」期＝縄文時代前期中葉 (5500B.
P.)にあたる（共に関東地方の土器編年による）。
(16)前田潮， 1984. 「一の谷遺跡をめぐる諸問題」 ： 『千葉県桧戸市一の谷西貝塚発掘調資報告
書』一の谷遺跡調査会 p. 107 
(17) 打越遺跡・幸田貝塚では，住居址内貝層下に多数の獣骨が集積される例が検出されており，
いわゆる「送り場」儀礼との関連が指摘されている。
(18)田澤金悟， 1935. 「貝塚」 ： 『ドルメン』 4-6 
(19)酒詰仲男， 1951. 「地形上より見たる貝塚一殊に関東地方の貝塚について一」 ： 『考古学雑
誌』第37巻 1号
(20)初出は，後藤和民， 1973. 「縄文時代における東京湾沿岸の貝塚文化について」： 『房総地
方史の研究』（他に，後藤， 1978.1979. 1980. 1982. 1985. がある。）
(21)関根孝夫， 1985. i貝塚覚書」 ： 『日本史の黎明 八幡一郎先生領寿記念考古学論集』
(22)小池裕子， 1973. 「貝類の研究法一貝類採集の季節性について」 ： 『考古学ジャーナル』 80
(23)小池裕子， 1979. 「関東地方の貝塚遺跡における貝類採集の季節性と貝層の堆積速度」 ： 
『第四紀研究』 17(4)
(24)赤澤威 1988. ! 縄文人の生業一その生態的類型と季節的展開」 ：佐々木高明• 松山利夫編
『畑作文化の誕生一縄文農耕論へのアプローチ』日本放送出版協会
(25)鈴木素行， 1984. 前掲論文
(26)古河市史編さん委員会原始古代部会 1984. 『古河市史資料第 8集 古河市遺跡分布調葺報告
書』
(27)鈴木素行， 1984. 前掲論文




その付近の貝類群集の分布とよく対応しているという。 （酒詰仲男 1959. 『日本貝塚地名
表』， 1961. 『日本縄文石器時代食料総説』，松島義章， 1984. 「縄文貝塚の貝類の生態ー縄
文海進にともなう浅海域の貝類群集を中心として」 ： 『歴史公論』第10号6巻 p. 3,.._, r 84) 
(30)梅沢太久夫， 1987. 「縄文時代前期における一つの画期ー関山期と黒浜期の間ー」 ： 『埼玉
の考古学 柳田敏治先生還暦記念論文集』新人物往来社
(31)西川宏 1986. 前掲論文
(32)安井俊夫 1987. 「原始古代史の実践ー反省の記録」 ： 『歴史地理教育』 409号
(33)小森ケン子， 1985. 『ぼく馬高縄文人になっちゃった』 ：めぐみ工房
(34)鹿田雄三， 1987. 「考古資料による地域史学習」 ： 『歴史地理教育』 409号
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筑波社会科研究 第1号Cl992) 
〔付記〕
本稿は，筑波大学大学院赦育研究科平成2年度修士論文の内容を嬰約したものである。論文の
主旨からすれば 自然環境や，植物採集活動の復原等も含めた生菓活動全体の中で貝塚形成の意
義を論ずるべきだか，紙数の関係上大幅に割愛せざるを溝なかった。同じ理由て，引用させてい
たたいた報告書の目録をも省略することをお許しいただきたい。
個，筑波大学歴史人類学系の前田潮助教授，ならびに社会科教育コースの諸先生方にぱ常に指
導と助言をいただきました。ここで改めて，感謝の意を表させていただきます。
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